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    9999     日ロ地先沖合漁業交渉                      

 
日本とロシアとの間では、昭和59年（1984年）12月に成立した「地先沖合漁業協定」に基づき、

毎年、操業条件について日ロ漁業委員会が決定し、相手国200海里水域内に入漁しています。  

平成 19 年 12 月の日ロ漁業委員会第 24 回会議では、ロシア国内の漁業制度が自国水産業

の育成を重視する方向に見直され、資源管理が一層強化されている中での厳しい交渉でありま

したが、最終的に前年と同量である 5 万１千３５５㌧の漁獲割当量を確保しています。 

 

（1）平成２４年（2022 年）の合意内容 
 

① ロシア 200 海里水域における日本漁船の操業条件等 

ア．相互入漁 

   ▶ 総漁獲割当量        51,355 トン （前年同数） 

   ▶ 総隻数               546 隻   (前年同数) 

イ．有償入漁 

   ▶ 総漁獲割当量         5,098 トン （前年同数） 

   ▶ 入漁料           ２億１，148 万円 （前年同数） 

   ▶ 総隻数                 ４５ 隻   (前年同数) 

     ウ．追加協議 

        ▶ 西ベーリング水域で追加割当が生じた場合、日本漁船への配分を最優先に協議。 

＜主な魚種別の漁獲割当量＞ ※（ ）内は追加割当量        （単位：トン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 日本 200 海里水域におけるロシア漁船の操業条件等 

ア．相互入漁 

   ▶ 総漁獲割当量  51,355 トン  （前年同数） 

   ▶ 総隻数           10１隻   (前年同数) 

＜主な魚種別の漁獲割当量＞                        （単位：トン） 

 

 

 

 

 

魚 種 
平成 23 年（2011 年） 平成 24 年（2012 年） 

相互入漁 有償入漁 相互入漁 有償入漁 

ス ケ ト ウ ダ ラ 
マ ダ ラ 
サ ン マ 
イ カ 
そ の 他 

4,752 
537 

35,850 
8,390 
1,826 

3,000 
190 

- 
580 

1,328 

4,752 
537 

35,850 
8,390 
1,826 

3,000 
190 

- 
580 

1,328 

計 
51,355 5,098 51,355 5,098 

56,453 56,453 

魚 種 平成 23 年（2011 年） 平成 24 年（2012 年） 

イ ワ シ ・ サ バ 

イ ト ヒ キ ダ ラ 

サ ン マ 

そ の 他 

10,752 

27,800 

12,803 

- 

10,752 

27,800 

12,803 

- 

計 51,355 51,355 
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（2）日ロ地先沖合漁業交渉操業海域図 
 


